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　既往研究からも分かるように伝統建築は複数の建築から全体をつくっている。本殿と拝殿を石の間によって連結し
ている権現造りや複数の建築からなる寺院建築、複数の部屋が雁行状に組み合わされている書院造り等、伝統建築に
は空間 (機能 ) を接続する方法が古くから存在する。そのことから複数の機能や建築群を統合することに伝統建築が
優れていると考えられる。またドイツの建築家ブルーノ・タウトは日本の伝統的な建築にしばしばモダニズムの理念
を見る７) として伝統建築を評価している。このことから伝統建築の理念が現代の建築にも通ずるものと考えられる。

建築名
竜吟庵方丈K

平面構成
田の字型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

隣り合わせになっている方丈建
築の主室にあたり、儀式空間と
しての性格の強い室中と私的空
間として利用されていた中央北
室との境には天井高に違いと壁
によって分断されている。
性格の大きく異なる室同士を隣
接させるにあたりこのような方
法がとられたと考えられる。

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

広縁

隣接
(分断 )

K-1

K-2

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

広縁は、南庭に面し広縁外に落
縁、沓脱が付設していることか
ら室中と南庭をつなぐ役割を
もっている。また玄関から接客
空間である上間までの廊下とし
ても機能している。
柱は広縁両端と屋内南北行間仕
切り通りにだけたて、側桁を支
えている。床は拭板敷、天井は
化粧屋根裏で垂木は二重になっ
ている。

室中 広縁中央北室

室中
広縁中央北室

下間北室 下間南室

上間北室 上間南室
K-1K-2

K-1K-2

室中 広縁中央北室

室中
広縁中央北室

下間北室 下間南室

上間北室 上間南室

室中 広縁中央北室

室中
広縁中央北室

下間北室 下間南室

上間北室 上間南室
内部に向かって高くなる床

堅板張の板壁によって分けている。

天井高の変化

広縁
列柱による縁側の内部化

化粧屋根裏
二軒垂木

建築名
桂離宮L

平面構成
雁行型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

御手水の間 御衣紋の間

御寝の間

長六畳

一の間

一の間 台所

玄関

二の間

二の間

一の間 御役席 膳組の間

御末所

南の間

西六畳

東六畳

西四畳半
次の間 玄関

東四畳半

御輿寄

囲炉裏の間
二の間

一の間 二の間

三の間

水屋の間

一の間御湯殿 二の間 入側縁 一の間御湯殿 二の間 入側縁

御納戸

納戸

納戸

楽器の間

縁座敷

縁座敷

御湯殿

御化粧の間

御手水の間 御衣紋の間

御寝の間

長六畳

一の間

一の間 台所

玄関

二の間

二の間

一の間 御役席 膳組の間

御末所

南の間

西六畳

東六畳

西四畳半
次の間 玄関

東四畳半

御輿寄

囲炉裏の間
二の間

一の間 二の間

三の間

水屋の間

御納戸

納戸

納戸

楽器の間

縁座敷

縁座敷

御湯殿

御化粧の間

御手水の間 御衣紋の間

御寝の間

長六畳

一の間

一の間 台所

玄関

二の間

二の間

一の間 御役席 膳組の間

御末所

南の間

西六畳

東六畳

西四畳半
次の間 玄関

東四畳半

御輿寄

囲炉裏の間
二の間

一の間 二の間

三の間

水屋の間

御納戸

納戸

納戸

楽器の間

縁座敷

縁座敷

御湯殿

御化粧の間

L-2

L-1

入側縁

入側縁のと室内の境は平坦
二列の列柱に挟まれた空間

建具をしつらえる小壁による分節

入側縁

L-1
中書院と新御殿の東と南側 ( 庭
園側 ) には折り曲り入側縁をめ
ぐらしている。入側縁とは側柱
入側柱の間を解放して板張りに
したものである。側柱の柱間に
は明障子、入側柱の柱間には明

つらえることで、縁を内部化し
廊下として使用している。

建築名
勧学院客殿M

平面構成
田の字型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

三列型平面形式。通常では閉鎖
的な納戸の間がつくられるのに
対し、ここでは中央の間が四辺

る。これは勧学院のもつ一般的
な法務を執行し、学頭の役宅で
もあり、そのため大規模な集会
なども催されるためである。
複数の間を一体的に利用するた
めヒエラルキーのないように天
井高や床の高さを統一してい
る。

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

広縁

隣接
(一体化 )

M-1

M-2
平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要
勧学院客殿は学問所として利用
されていた。
南広縁側には池泉式庭園が面し
ていて、室内と庭園を緩やかに
つなげる空間として南広縁を配
した。外側の柱のよって一般的
な縁とは違い、広縁内は内部空
間に近い空間性になっている
が、妙心寺小方丈の広縁とは違
い広縁には天井が張られていな
い。

一の間 天狗間 茶の間

次の間

三の間

次の間

三の間
二の間

南広縁

次の間 次の間二の間南広縁

中門廊 東広縁

一の間 天狗間 茶の間

次の間

三の間

次の間

三の間
二の間

南広縁

次の間 次の間二の間南広縁

中門廊 東広縁

一の間 天狗間 茶の間

次の間

三の間

次の間

三の間
二の間

南広縁

次の間 次の間二の間南広縁

中門廊 東広縁

M-1 M-2

M-1 M-2

広縁

内部に向かって高くなる床

一体的に利用できるようなフラットな床

列柱による領域の可視化

ヒエラルキーのないように天井の高さを統一

列柱による縁側の内部化

小壁による空間の分節

建築名
慈照寺東求堂N

平面構成
田の字型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

N-1

N-1

六畳 仏間

六畳 仏間

四畳同仁斎

六畳

六畳

仏間

仏間

四畳同仁斎

六畳

六畳

仏間

仏間

四畳同仁斎

N -1
仏間は折上小組格天井で拭板敷
きになっている。他の部屋は畳
を敷き詰め、猿頬天井を張って
いる。天井高、床の高さは統一
されているが、天井の仕上げの
違いや床の素材の違いによって
空間にヒエラルキーをつくり出
している。

隣接
(天井 )

畳敷 拭板敷

折上小組格天井猿頬天井

建築名
二条城二の丸御殿O

平面構成
雁行型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

入側縁

隣接
(天井 +床 )

O-1

0-2

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

側縁とは側柱入側柱の間を解放
して板張りにしたもので柱間に
建具をしつらえることで多様な
空間をつくっている。黒書院で
は、西側に腰障子、引通し雨戸
を用いている。東側は遣戸と明
障子の組合せ、北側は柱間ごと
に雨戸と明障子の組合せ、南側
は当初建具を入れず、引通し雨
戸の一筋に替障子を入れてい
た。

主室である上段の間と二の間の
境には落掛と上段框を介して物
理的な分節を行なっている。さ
らに上段の間は折上格天井、二
の間は格天井になっていて、天
井の種類でも格式の変化を与え
ている。

平面図

断面図

一の間

老中の間
勅使の間下段 勅使の間上段

二の間

二の間

式台の間

三の間

三の間下段の間

上段の間

下段の間上段の間

上段

上段

三の間

二の間

二の間

三の間

三の間

指出の間

四の間

四の間

四の間

四の間

五の間納戸間

納戸

物置

O-2

O-1

O-2 O-1

一の間

老中の間
勅使の間下段 勅使の間上段

二の間

二の間

式台の間

三の間

三の間下段の間

上段の間

下段の間上段の間

上段

上段

三の間

二の間

二の間

三の間

三の間

指出の間

四の間

四の間

四の間

四の間

五の間納戸間

納戸

物置

一の間

老中の間
勅使の間下段 勅使の間上段

二の間

二の間

式台の間

三の間

三の間下段の間

上段の間

下段の間上段の間

上段

上段

三の間

二の間

二の間

三の間

三の間

指出の間

四の間

四の間

四の間

四の間

五の間納戸間

納戸

物置

入側縁

格天井

二の間との境は一段上がっている
二列の列柱に挟まれた空間

上段框によって段差がつくられている

落掛によって空間を分節している

物理的に空間を分節

折上格天井

天井の種類で格式に変化を与えている

格天井

天井高の変化
建具をしつらえる

建築名
法界寺阿弥陀堂P

平面構成
入れ子型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

本堂

裳階

裳階 裳階
本堂

本堂

裳階

裳階 裳階
本堂

本堂

裳階

裳階 裳階
本堂

本堂

裳階

裳階 裳階
本堂

P -1
裳階は風雨から構造物を保護す
る目的でつけられたもの。建物
を実際より多層に見せかけるこ
とで外観の優美さを際立たせる
効果がある。
法界寺阿弥陀堂の裳階は出が八

ている。軒は一軒角繁垂木に
なっている。

裳階

段差をつくっている 大面取りの角柱

角繁垂木
P-1

P-1

1.1 伝統建築の要素を用いた既往設計

1 章 背景 

( 出展：http://www.treep.jp/kamakura)
坂倉準三「神奈川県立近代美術館」

(出展：http://hirakuogura.com/)
丹下健三「香川県庁舎」

　伝統建築の影響を受けた建築作品としては、堀口捨己の伝統建築と近代建築の統合を図った作品1)、数寄屋造りを
独自に近代化した吉田五十八の作品2)、50 年代の伝統論争に影響を与えた丹下健三の「広島ピースセンター」、「東京
都庁舎」、「国立国会図書館コンペ案」、「香川県庁舎」などの作品、その他に清家清「森博士の家」、坂倉準三「神奈
川県立近代美術館」といった伝統を意識したモダニズム建築3) 等がある。

　複数の用途やボリュームを統合してきた伝統建築を分析資料とし、各部屋の配置関係等の平面構成と床、天井、柱・
小壁等の空間を構成する部材 (以下空間構成部材 ) の組み合わせから空間の分節・接続における階層的な関係や伝統
建築に用いられている空間を分節・接続する方法 ( 以下分節・接続方法 )の相対的な性格の分析を通して、伝統建築
に用いられている空間を分節・接続する方法の体系化を行う。

2 章 目的
2.1 伝統的な建築空間の分節接続方法の体系化

1.3 伝統建築の空間の可能性

1.2 伝統建築に関する既往研究

　伝統建築の空間性や構成に着目した既往の学術的な研究には、実際の１つの建築物を対象にその特徴を分析してい
るもの4)、ある要素について造形や空間構成の分析をしているもの5)、伝統建築に用いられる空間の概念の位置と性
格に関するもの6) 等がある。これら既往研究は、１つの対象建築に対して分析しているものやある要素に焦点を当て
ているものが多くを占めている。

序章

建築空間を限定する要素9) である
床、天井、柱・小壁等の 3つの空
間構成部材に着目し、平面図、断
面図から抽出する。

現存する伝統建築のうちとくに価
値の高い国宝、重要文化財及び建
築設計資料として利用度が高い建
築を採録している「日本建築史基
礎資料集成」8) に掲載されている
建築から抜粋した。

平面図から本殿、拝殿等の機能を
有する空間 (以下中心空間 )と廊、
縁等の主機能空間をつなげる空間
(以下周辺空間 )の配置関係を示
し、中心空間の配置関係の類型化
を行なう。

内部と外部の境界や室同士の境界の部分の
分節又は接続を促している任意の範囲を建
築から１つ又は２つ選定する。
選定した範囲から伝統的な建築空間の分節
接続方法を分析し抽出する。

分析範囲から空間構成
部材だけを断面模型と
してモデル化を行う。

各空間構成部材の形状
や組み合わせ方、配置
関係を図示する。

図面や文献から
推測できる当時
の使われ方やそ
の建築の用途を
示す。

分析対象の選定 平面構成の分析 空間構成部材の抽出 分析範囲の選定・要素の抽出 モデル化 部材の関係性 概要

建築名
大崎八幡宮本殿石の間拝殿D

平面構成
直列型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

大崎八幡宮の石の間は拝殿との
境の中央三間の柱間に大虹梁は
配して開口部をつくり、拝殿の
床を一段落としている (落ち床 )
ことで拝殿と石の間に連続性が
生まれている。反対に本殿は軒
先をそのまま見せていることや
縁が石の間内部まで巡っている
ことで建築のファサードが石の
間によって内部化され石の間と
本殿で差異をつくっている。

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

向拝

石の間

D-1

D-2
平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

拝殿の正面に柱間五間の向拝が
つき、向拝の周囲には立派な高
欄と格狭間をもつ浜床がある。
向拝とは社寺の堂や社殿の正面
階段上にふきおろしの屋根，ひ
さしをつけたところ。
向拝によって正面性が強調さ
れ、拝殿に引き込む役目を担い
ながら、向拝内では参詣者が礼
拝を行なう場になっている。

拝殿 石の間 本殿

拝殿参道

参道

石の間 本殿

拝殿 石の間 本殿

拝殿参道

参道

石の間 本殿

拝殿 石の間 本殿

拝殿参道

参道

石の間 本殿

D-1D-2

D-1D-2

石の間

向拝

折上格天井

格天井

本殿の縁が内部にまで侵入している
中央三間の柱間に大虹梁を
入れて広い開口部をつくっている

拝殿と石の間を繋ぐ工夫

落ち床

本殿の軒先をそのまま見せている

向拝柱

参道と拝殿を繋ぐ

柱間五間の向拝

折上小組格天井

浜床

建築名
石上神宮摂社出雲建雄神社拝殿A

平面構成
並列型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

拝殿 馬道 拝殿 縁縁

拝殿 馬道 拝殿 縁縁

A-1

A-1

拝殿 馬道 拝殿 縁縁

拝殿 馬道 拝殿 縁縁

拝殿 馬道 拝殿 縁縁

拝殿 馬道 拝殿 縁縁

馬道

A-1 そのために長い建物の中程一間
を通路として割っているものが
馬道である。中央に馬道を持つ
拝殿を割り拝殿という。石上神
宮摂社出雲建雄神社拝殿も割り
拝殿形式であり、参道と本殿を
繋ぐために馬道が設けられてい
る。唐破風、輪垂木、正面と背
面に二重の虹梁を配して奥行き
と方向性をつくり出す。板敷き
の床は馬道の部分で割られ土足
で通り抜けることができる。

馬道

切り欠かれた床

正面と背面の二重の虹梁による
奥行き感、方向性

唐破風、輪垂木による方向性

建築名
厳島神社回廊B

平面構成
分散型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 使われ方

朝座屋

摂社客人神社

本社

大国社
天神社

能舞台

楽屋

回廊

回廊回廊

朝座屋

摂社客人神社

本社

大国社
天神社

能舞台

楽屋

回廊

回廊回廊

朝座屋

摂社客人神社

本社

大国社
天神社

能舞台

楽屋

回廊

回廊回廊

B-1

B-1

渡廊

B-1
厳島神社の東西回廊は回廊と呼
ばれているものの領域を規定す
るものではなく本社を中心に複
数の小社をつないでいる寝殿造
の渡廊に近いものである。
回廊は屈折しながらいくつかの
建物を結び、凹型になった部分
には能舞台が設けられ、複数の
建築をつなぐシークエンスの中
心的な空間になっている。

渡廊

切妻屋根による方向性

高欄による空間の分節

奥行感

列柱と梁による
連続したフレーム

建築名
宇佐神宮本殿C

平面構成
直列型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

内院

相の間

外院

内院

相の間

外院

内院

相の間

外院

内院 相の間 外院

内院

相の間

外院

内院

相の間

外院

内院

相の間

外院

内院 相の間 外院

内院

相の間

外院

内院

相の間

外院

内院

相の間

外院

内院 相の間 外院

C-1

C-1

相の間

C-1

宇佐神宮本殿は内院と外院のふ
たつの建物を相の間でつないだ
八幡造の形式の本殿である。
床の高さは外院と相の間が等し
く、内院のみ一長押高くしてい
る。天井高は相の間部分だけ前
後の空間より低い。

相の間

一段上がっている
外院との境は平坦

太い丸柱

内院、外院と比べ天井高が低い
四方を小壁によって囲われている

建築名
大崎八幡宮本殿石の間拝殿D

平面構成
直列型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

大崎八幡宮の石の間は拝殿との
境の中央三間の柱間に大虹梁は
配して開口部をつくり、拝殿の
床を一段落としている (落ち床 )
ことで拝殿と石の間に連続性が
生まれている。反対に本殿は軒
先をそのまま見せていることや
縁が石の間内部まで巡っている
ことで建築のファサードが石の
間によって内部化され石の間と
本殿で差異をつくっている。

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

向拝

石の間

D-1

D-2
平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

拝殿の正面に柱間五間の向拝が
つき、向拝の周囲には立派な高
欄と格狭間をもつ浜床がある。
向拝とは社寺の堂や社殿の正面
階段上にふきおろしの屋根，ひ
さしをつけたところ。
向拝によって正面性が強調さ
れ、拝殿に引き込む役目を担い
ながら、向拝内では参詣者が礼
拝を行なう場になっている。

拝殿 石の間 本殿

拝殿参道

参道

石の間 本殿

拝殿 石の間 本殿

拝殿参道

参道

石の間 本殿

拝殿 石の間 本殿

拝殿参道

参道

石の間 本殿

D-1D-2

D-1D-2

石の間

向拝

折上格天井

格天井

本殿の縁が内部にまで侵入している
中央三間の柱間に大虹梁を
入れて広い開口部をつくっている

拝殿と石の間を繋ぐ工夫

落ち床

本殿の軒先をそのまま見せている

向拝柱

参道と拝殿を繋ぐ

柱間五間の向拝

折上小組格天井

浜床

建築名
住吉神社本殿E

平面構成
並列型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

内陣 相の間内陣 相の間内陣

浜縁

向拝

相の間 内陣 相の間 内陣

内陣 相の間内陣 相の間内陣 相の間 内陣 相の間 内陣

E-1

内陣 相の間内陣 相の間内陣

浜縁

向拝

相の間 内陣 相の間 内陣

内陣 相の間内陣 相の間内陣 相の間 内陣 相の間 内陣

内陣 相の間内陣 相の間内陣

浜縁

向拝

相の間 内陣 相の間 内陣

内陣 相の間内陣 相の間内陣 相の間 内陣 相の間 内陣

E-1

相の間

E-1
天井高や床は　内陣と同じであ
り、内陣とは戸口でつながって
いる。これは住吉神社の相の間
はたんに独立した社殿を連結し
たときに生じた無用の空間では
なく、祭祀上もかなり重要な意
味を持っていたことが考えられ
る。神々の斎籠の場所の可能性
がある。

相の間

天井高の統一

床の高さの統一戸口で連結

建築名
仁科神明宮本殿中門F

平面構成
直列型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

本殿 釣屋 中門

本殿

釣屋
中門

本殿 釣屋 中門

本殿

釣屋
中門

本殿 釣屋 中門

本殿

釣屋
中門

F-1

F-1

釣屋

F-1
釣屋は本殿と中門の２つの建物
をつなぐ渡殿であり、柱を立て
ず本殿と中門に南北棟、両下造
の屋根を架渡している。屋根は
化粧屋根裏、疎垂木になってい
る。床は敷地の勾配に沿ってつ
くられ、釣屋の下には本殿の浜
縁があり、中門からは拭板敷に
なっている。

釣屋

浜縁

両下造、化粧屋根裏、疎垂木

拭板敷

下礼堂

下屋

下屋

脇内陣

脇内陣

内々陣
内陣

外陣
下礼堂
上礼堂

向拝 参道

向拝 参道内々陣内陣
外陣外陣

下礼堂
上礼堂

下屋

下屋

脇内陣

脇内陣

内々陣
内陣

外陣 上礼堂
向拝 参道

向拝 参道内々陣内陣
外陣外陣

下礼堂
上礼堂

G-2 G-1

G-2 G-1

下屋

下屋

脇内陣

脇内陣

内々陣
内陣

外陣
下礼堂
上礼堂

向拝 参道

向拝 参道内々陣内陣
外陣外陣

下礼堂
上礼堂

建築名
八坂神社本殿G

平面構成
入れ子型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

母屋 ( 内々陣、内陣、脇内陣 )
と礼堂 ( 下礼堂 ) をつないでい
る庇（外陣）は片流れの化粧屋
根裏になっている。母屋と外陣
の境は腰長押があり空間の分節
が強い。礼堂と外陣は中央三間
が解放されているため連続性の
ある空間になっている。ヒエラ
ルキーの高い母屋部分と礼拝を
行なう礼堂部分を分節するため
に一間という奥行きのある外陣
を設けている。

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

向拝

外陣

G-1

G-2

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要
向拝とは社寺の堂や社殿の正面
階段上にふきおろしの屋根，ひ
さしをつけたところ。向拝に
よって正面性が強調され、拝殿
に引き込む役目を担いながら、
向拝内では参詣者が礼拝を行な
う場になっている。八坂神社の
向拝は隣接する上礼堂と一連の
空間として使えるようになって
いる。大規模な仏事が行なわれ
るために向拝も礼堂として利用
できるようになっている。

平面図

断面図

向拝

礼堂と向拝を一体として使える

切妻型の化粧屋根裏

切妻型の化粧屋根裏片流れの化粧屋根裏

同勾配の連続性

外陣

腰長押 列柱による領域の可視化

小組格天井

建築名
吉野水分神社本殿H

平面構成
並列型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 概要

左殿 中殿相の間 相の間 右殿

左殿 中殿相の間 相の間 右殿

左殿 中殿相の間 相の間 右殿

左殿 中殿相の間 相の間 右殿

左殿 中殿相の間 相の間 右殿

左殿 中殿相の間 相の間 右殿

G-1

G-1

相の間

G-1
一間社春日造に相の間を挟んで
三間社流造が両脇に配し一棟と
して構成になっている。相の間
では、前半分の解放部分に上下
の長押が回り込み、正面に蓑束
が置かれる。奥の一間四方は、
床を張り竿縁天井とするもの
の、周囲を板壁として出入りが
できない。

拭板敷

板壁で出入りができない

鏡天井
板天井

相の間 相の間

建築名
法隆寺回廊I

平面構成
分散型

空間構成部材 抽出範囲

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

平面図

断面図

平面図

断面図

平面図

断面図

抽出要素

平面図

断面図

モデル化 構成部材の関係性 使われ方

I-1

I-1

五重塔

西回廊 東回廊

東回廊

金堂

中門

大講堂

五重塔

西回廊 東回廊

東回廊

金堂

中門

大講堂

五重塔

西回廊 東回廊

東回廊

金堂

中門

大講堂

回廊

I-1 回廊は垣や塀の役目をもち、外
部空間を分割することや外部空
間を限定する役割をもっとい
る。
法隆寺の回廊は中門と大講堂を
境に東と西に分かれ、内部に五
重塔と金堂を配した伽藍配置を
形成している。内側は円柱の列
柱となっており、外側は連子窓
をはめた板壁という構成になっ
ているため外に閉じて内側に開
く形になっている

回廊

柱と相まって奥行感を出している

円柱の列柱
連子窓

小壁による空間の分節

天井は南側の三室 (西八畳、中
十二畳、東八畳 ) を通して１つ
の猿頬天井に仕上げ、北側諸室
よりも南側三室は天井高が大き
い。床は南側三室、北側諸室と
もに畳敷で高さも同じである。
中十二畳と北西八畳の間には内
法長押と天井長押のあいだの小
壁は中間に上長押を通し、天井
長押上に蟻壁を設け、角柱の列
柱によって部屋が分かれてい
る。

建築名
妙心寺小方丈J

平面図

断面図

平面構成
田の字型

平面図

断面図

南広縁 中十二畳

東八畳 北東八畳

東広縁

北四畳

北西八畳

南広縁 中十二畳 北西八畳

西八畳

空間構成部材

平面図

断面図

南広縁 中十二畳

東八畳 北東八畳

東広縁

北四畳

北西八畳

南広縁 中十二畳 北西八畳

西八畳

抽出範囲

J-1

J-1 J-2

抽出要素

広縁

隣接
(天井高 )

J-1

J-2

平面図

断面図

南広縁 中十二畳

東八畳 北東八畳

東広縁

北四畳

北西八畳

南広縁 中十二畳 北西八畳

西八畳

J-2

モデル化 構成部材の関係性 概要

広縁の天井は鏡天井を張り、拭
板敷で切目縁との境に縁長押を
設けるが、座敷との境は敷居だ
けに止める。広縁をつくるため
に縁側の外側に列柱を設けるこ
とで縁側の開放感は損なわれる
が縁側の奥行きを深くできる。

広縁

垂木によって内外の連続性をつくる 天井の高さや仕上げによって空間を分節

内部に向かって高くなる床

フラットな床による連続性

列柱による領域の可視化

列柱による縁側の内部化

天井の高さや仕上げによって空間を分節

小壁による分節

小壁による空間の分節

中心空間 周辺空間 空間同士の境界線 天井床 柱、小壁 等

伝統的な建築空間の分節・接続方法を用いた設計手法の提案
- 与野本町小学校を事例として -

　日本には古くから独自の構法や手法によって造られた伝統的な建築形式 (以下伝統建築 ) がある。伝統建築は複数
の建築や機能が統合したものが多く、それらを統合するために廊、建具、庇、馬道等の方法が用いられてきた。
本計画では、伝統建築のもつ空間の分節・接続方法を明らかにすることで伝統建築の空間性を示し、分節・接続方法
の体系化を行なうこととする。さらに現代の複合化した学校施設の設計に用いることで、複数機能の統合方法や関係
性を創り出し、日本的空間の分節接続手法の建築的可能性を示す。

　分析から導きだされた日本的空間の分節・接続手法を用いて現代建築の中から小学校を対象に設計を行い、小学校
に求められている多様な学習に対応する空間や地域コミュニティの核としての小学校のあり方を提案する。また設計
を通して日本的空間の分節・接続手法の建築的可能性を示す。

2.2 現代建築を対象に伝統的な建築空間の分節・接続方法の可能性

3 章 伝統建築の分析

　本殿、拝殿、楼門等のいくつかの建
築物から構成される神社建築や寝殿、
北対、細殿、渡殿等の建築物から構成
される寝殿造等の伝統建築は複数の建
築物から構成されていることが特徴で
ある。複数の建築物からなる伝統建築
の構成を捉えるために、平面図、断面
図、文献を分析資料として下図で示す
ような方法で伝統建築に対して分析を
行なう。

No. 建築名 建立年 種別 文化財種類

A 石上神宮摂社出雲建雄神社拝殿 1300 神社 国宝

B 厳島神社回廊 1241 神社 国宝

C 宇佐神宮本殿 1855-1861 神社 国宝

D 大崎八幡宮本殿石の間拝殿 1607 神社 国宝

E 住吉神社本殿 1810 神社 重要文化財

F 仁科神明宮本殿・中門 江戸時代中期 神社 国宝

G 八坂神社本殿 1654 神社 重要文化財

H 吉野水分神社本殿 1605 神社 重要文化財

I 法隆寺回廊 593-709 寺院 国宝

J

妙心寺小方丈

1603 寺院 重要文化財

No. 建築名 建立年 種別 文化財種類

K

竜吟庵方丈

1387 寺院 国宝

L

桂離宮

1615 住宅 皇室関係

M 勧学院客殿 1600 住宅 国宝

N 慈照寺東求堂 1485 住宅 国宝

O 二条城二の丸御殿 1602 住宅 国宝

P 法界寺阿弥陀堂 1185-1274 寺院 国宝

3.1 分析方法

分析資料としては、現存する伝統建築のうちとくに価値の高い国宝、重要文
化財及び建築設計資料として利用度が高い建築を採録している「日本建築史
基礎資料集成」８) に掲載されている建築から抜粋した。

1) 彰国社「堀口捨己の「日本」- 空間構成による美の世界」彰
国社 ,1997 年
2) 富永譲「吉田五十八自邸」 東京書籍 ,2014 年
3) 丹下健三　藤森照信「丹下健三」新建築社 ,2002 年

4) 山本榮吾「厳島神社々殿の特質とその根拠」 日本建築学会大
会学術講演梗概集 ,1968 年
5) 峰岸隆 加藤祐策 寺地洋之 寺地洋之 秋吉慎司「神社建築の
廻廊の分類と造形要素 : 廻廊の研究 < その 1>< その 2>」 日本

建築学会近畿支部研究報告集 ,2005 年
6) 小林聡 「「奥」空間の位置と性格に関する研究：神社建築を
対象とした空間構造の分析を交えて」 三重大学修士論文 ,2007
年

7) ブルーノ・タウト「日本美の再発見」 岩波書店 ,1962 年
8) 太田博太郎「日本建築史基礎資料集成」1998 年
9) 芦原義信「街並みの美学」岩波書店 ,2001 年



事務室

受付

収蔵庫

文化財資料室

荷解き・
燻蒸室

雁行した空間の外側を巡るための
もの

入
側
縁

天井高、床の高さが同じなので差
異がない。

隣
接

[

一
体]

一つの機能を持つ長方形を貫くよ
うに道を通したもの。

馬
道

離れている建物をつなぐもの。

渡
廊

同機能の空間に挟まる空間。左右
の空間の距離感をつくり出す。

相
の
間

正面に配される。正面性が強調さ
れ、内部に引き込む役目がある。

向
拝

利用者が異なる二つの空間の間に
設ける空間。

石
の
間

高低差のある二つの離れた建物を
つなぐもの。

釣
屋

利用者が異なる二つの空間の間に
設ける空間。

外
陣

垣や堀の役目を持っていて、外部

回
廊

外部と内部の間に設けるもの。室
と一体利用することができる。

広
縁

異なる機能の空間が隣り合う時に
天井高で差異をつくる。

隣
接

[

天
井
高]

異なる機能のが隣接する時に天井
の仕上げで差異をつくる。

隣
接

[

天
井]

異なる機能が隣接する時に天井仕
上げと床の段差で差異をつくる。

隣
接

[

天
井+

床]

入れ子状に巡られた空間。中心空
間との距離をつくる。

裳
階

隣り合っているが、関係をつくり
たくない場合に用いる。

隣
接

[

分
断]

中心空間 ( 本殿、拝殿 等 ) 周辺空間 ( 廊、縁 等 ) 空間同士の境界線

石上神宮摂社出雲建雄神社拝殿

拝殿 馬道 拝殿 縁縁

住吉神社本殿

内陣 相の間 内陣 相の間 内陣

浜縁

向拝

相の間 内陣 相の間 内陣

吉野水分神社本殿

左殿 中殿相の間 相の間 右殿

宇佐神宮本殿

内院

相の間

外院

内院

相の間

外院

内院

相の間

外院

八坂神社本殿

向拝 参道

下屋

下屋

脇内陣

脇内陣

内々陣 内陣 外陣 下礼堂 上礼堂

仁科神明宮本殿中門

本殿 釣屋 中門

大崎八幡宮本殿石の間拝殿

拝殿 石の間 本殿参道

勧学院客殿

一の間 天狗間 茶の間

次の間

三の間

次の間

三の間

二の間

南広縁

中門廊 東広縁鞘間

妙心寺方丈

南広縁 中十二畳

東八畳 北東八畳

東広縁

北四畳

北西八畳

西八畳

慈照寺東求堂

六畳 仏間

四畳同伝斎

竜吟庵方丈

室中 広縁中央北室

下間北室 下間南室

上間北室 上間南室

二条城二の丸御殿

一の間

老中の間
勅使の間下段 勅使の間上段

二の間

二の間

式台の間

三の間

三の間下段の間

上段の間

上段

上段

三の間

二の間

二の間

三の間

三の間

指出の間

四の間

四の間

四の間

四の間

五の間納戸間

納戸

物置

桂離宮

御手水の間 御衣紋の間

御寝の間

長六畳

一の間

一の間 台所

玄関

二の間

二の間

一の間 御役席 膳組の間

御末所

南の間

西六畳

東六畳

西四畳半
次の間 玄関

東四畳半

鑓の間
御輿寄

囲炉裏の間
二の間

一の間 二の間

三の間

水屋の間

御納戸

納戸

納戸

楽器の間

縁座敷

縁座敷

御湯殿

御化粧の間

朝座屋

摂社客人神社

本社

大国社
天神社

能舞台

楽屋

回廊回廊

厳島神社回廊

五重塔

西回廊 東回廊

金堂

大講堂

法隆寺回廊

中門

直列型 並列型 田の字型 分散型 雁行型 入れ子型

異なる機能の建物が
軸線上に連なってい
るもの

同じ機能が二つ以上
並んでいるもの

一つの矩形を分割し
て異なる機能として
いるもの

いくつかの建物が分
散して全体を形成し
ているもの

いくつかの室で構成
された矩形が雁行し
て連なっているもの

関連する空間が入
れ子になっている
もの

本堂

裳階

法界寺阿弥陀堂

4 章 日本的空間の分節・接続手法の構築

　16 建築から 22 個のモデルを抽出し、空間構成部材の形状、組合せ等をモデルやスケッチから分析し 16 個の分節・接続方法を抽出した。分節・接続方法に
はそれぞれ特有の空間性を持っており、それらが有効な場所に配されている。

3.2 分析結果

3.2.2 分節・接続方法

3.2 分析結果
3.2.1 連結形式

　平面構成の分析の結果、直列型、並列型、田の字型、分散型、雁行型、入れ子型の 6つの連結形式を抽出した。各連結方式はそれぞれ連結している空間の
用途やヒエラルキーによって連結の形式があり fig.4 で示すような性格を持っている。

直
列
型

異なる機能の建物
が軸線上に連なっ
ているもの

並
列
型

同じ機能が二つ以
上並んでいるもの

田
の
字
型

矩形を分割して異
なる機能としてい
るもの

入
れ
子
型

関連する空間が入
れ子になっている
もの

連結形式
分節・接続方法

内部ー外部内部ー内部 外部ー外部

石上神宮摂社出雲建雄神社拝殿

拝殿 馬道 拝殿 縁縁

住吉神社本殿

内陣 相の間 内陣 相の間 内陣

浜縁

向拝

相の間 内陣 相の間 内陣

吉野水分神社本殿
左殿 中殿相の間 相の間 右殿

宇佐神宮本殿

内院

相の間

外院

内院

相の間

外院

内院

相の間

外院

仁科神明宮本殿中門

本殿 釣屋 中門

大崎八幡宮本殿石の間拝殿

拝殿 石の間 本殿参道

勧学院客殿

一の間 天狗間 茶の間

次の間

三の間

次の間

三の間

二の間

南広縁

中門廊 東広縁鞘間

妙心寺方丈

南広縁 中十二畳

東八畳 北東八畳

東広縁

北四畳

北西八畳

西八畳

慈照寺東求堂

六畳 仏間

四畳同伝斎

竜吟庵方丈

室中 広縁中央北室

下間北室 下間南室

上間北室 上間南室

八坂神社本殿

向拝 参道

下屋

下屋

脇内陣

脇内陣

内々陣 内陣 外陣 下礼堂 上礼堂

本堂

裳階

法界寺阿弥陀堂

異なる機能の見る見られる
関係をつくる

高低差のある二つの離れた
建物をつなぐもの

正面性が強調され、内部に
引き込む役目がある

分
散
型

いくつかの建物が
分散して全体を形
成しているもの

朝座屋

摂社客人神社

本社

大国社
天神社

能舞台

楽屋

回廊回廊

厳島神社回廊

五重塔

西回廊 東回廊

金堂

大講堂

法隆寺回廊

中門
離れている建物をつなぐも
の

垣や堀の役目を持ち、外
部空間と外部空間を分割
する

利用者が異なる二つの空間
の間に設ける分節の強い空
間

入れ子状に巡られた空間。
中心空間との距離をつく
る。

外部と内部の間に設ける
もの。室と一体利用が可
能

[
]

異なる機能の空間が隣り合
う時に天井高で差異をつく
る

[
+

]
天井仕上げと床の段差で差
異をつくる

[
]

天井の仕上げだけで差異を
つくる

雁
行
型

いくつかの室で構
成された矩形が雁
行して連なってい
るもの

二条城二の丸御殿

一の間

老中の間
勅使の間下段 勅使の間上段

二の間

二の間

式台の間

三の間

三の間下段の間

上段の間

上段

上段

三の間

二の間

二の間

三の間

三の間

指出の間

四の間

四の間

四の間

四の間

五の間納戸間

納戸

物置

桂離宮

御手水の間 御衣紋の間

御寝の間

長六畳

一の間

一の間 台所

玄関

二の間

二の間

一の間 御役席 膳組の間

御末所

南の間

西六畳

東六畳

西四畳半
次の間 玄関

東四畳半

鑓の間
御輿寄

囲炉裏の間
二の間

一の間 二の間

三の間

水屋の間

御納戸

納戸

納戸

楽器の間

縁座敷

縁座敷

御湯殿

御化粧の間 [
]

隣り合っているが、関係
をつくりたくない場合に
用いる

[
]

天井高、床の高さが同じ
なので差異が生まれない

室の外側を巡るためのも
の。動線空間であり内外を
繋ぐ

同機能の空間に挟まる空
間。空間の距離感をつくり
出す

一つの機能を持つ長方形
を貫き、外部空間をつな
ぐ

　分析から導き出した連結形式と分節・接続方法は相関関係にあり fig.6 で示すような関係性になっている。また分節・接続方法は内部空間同士を分節・
接続しているもの、外部空間同士を分節・接続しているもの、内部空間と外部空間を分節・接続しているものの 3種類に分類する事ができる。

伝
統

現
代

4.1 伝統建築と現代建築の構成の類似性

　設計対象のビルディングタイプや
規模等の諸条件から得られた配置計
画や動線計画に対して、従属関係を
もつ連結形式と分節・接続方法を転
用していく。部分的な操作である連
結形式の転用と分節・接続方法の転
用が全体を構成する配置計画や動線
計画等の操作と組合わさる事で建築
の設計手法として用いる。

　伝統建築には神の領域
と人の領域などの２項対
立的構成が見受けられ
る。現代建築にも集合住
宅の住戸と共用部、美術
館の展示空間とホワイエ
などの２項対立的な構成
があり、それらの関係性
に対して伝統建築の分
節・接続方法を用いる事
で多様な空間同士の関係
をつくり出す。

4.2 日本的空間の分節・接続手法の構築

配置計画・動線計画

い ろ は

に ほ へ

と ち り

室 室 室

室 室 室

室 室 室

連結形式の転用

い
室

ほ
室

雁行

直
列
型

並
列
型

田
の
字
型

分
散
型

雁
行
型

入
れ
子
型

分節・接続方法の転用

い
室

ほ
室

伝統的な建

築空間の分

節接続方法

設計対象のビルディングタイプや規
模、敷地等の諸条件から配置計画や動

線計画を行なう。

各機能や空間同士に求められているつ
なぎ方と 16個の分節・接続方法を照

合し、空間の間に挿入する。

配置計画や動線計画等の諸条件を考慮
しながら各空間の空間生と合う連結形
式を選択し、その形式で空間をつなぐ。
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6 章 プログラム

5 章 計画敷地 - 与野本町小学校複合施設整備基本計画を事例として -
　埼玉県さいたま市中央区本町東 3 丁目 5 番地 23 号、現在与野本町小学校及び与野本町コミュニティセンターが建っ
ている場所を計画敷地とする。与野本町駅からも近い閑静な住宅地に囲まれ東西に 4m の高低差をもつ敷地である。
与野本町小学校複合施設整備基本計画が進行中であり、複数の公共施設と複合することが決定している。

　小学校は関連する諸室を複数のユニットに分ける事で各教室ごとのまとまりをつくる。また地域施設と地域解放す
るユニットを関連させる事で地域住民の生涯学習の核施設とするとともに児童の学習にも影響を与え、共に学習する
環境をつくる。

埼玉県さいたま市中央区本町東 3 丁目 5 番地 23 号

敷地面積　24,346.55 m²

用途地域　第一種中高層住居専用地域 / 近隣商業地域 

建蔽率　72.684％( 加重平均により算出、角地緩和により +10％)

容積率　200％( 加重平均により算出 )

高度地区　20m 地区

防火地域　22 条指定地区
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7 章 設計手法の適用

7.3 分節接続方法の転用

　連結形式によって連結され
たユニット間や室同士の間に
各連結形式に属する分節・接
続方法を転用していく

7.2 連結形式の転用

　6 章プログラムでまとめた
各ユニットをそれぞれの関係
を考慮し、6 つの連結形式を
用いてユニット間を連結して
いく。

子育て支援施設

給食室
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・北東角に道路を挟んで、大型マンションが建っている。
・南に向かって平坦な道が続く

7.1 配置計画

　体育館中心に連結形式を用
いて各ユニットの配置を行な
う。東側道路に３つの公共施
設を配置し、それらに関連す
る小学校の諸室を配置する。
小学校のエントランスは南側
と東側にとり、低学年、中学
年用の昇降口と高学年、職員
用の昇降口の二つを配する。
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終章

7.4 ファサードの変容
　内部空間を形成していた分節・接続方法を用いたことでまちから教室までの間に奥行きのあるファサードをつくり出す。
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　伝統建築の分析を行ない、伝統的な建築空間の分節・接続方法の体系化をした。それによって得られた 6つの連結形式
と 16 個の分節・接続方法を設計手法として小学校建築の地域解放や他公共施設との複合の方法や空間のつなぎ方に対して
伝統建築の空間を分節・接続する方法が有効な設計手法である事を示した。


